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１．2027年２月期第２四半期（中間期）の連結業績（2026年３月１日～2026年８月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上収益 EBITDA 営業利益 税引前利益 中間利益
親会社の所有者に

帰属する中間利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2027年２月期中間期 92,913 35.7 30,726 29.4 29,892 28.5 29,943 28.6 22,209 28.9 22,209 28.9
2026年２月期中間期 68,462 26.6 23,754 27.7 23,270 28.4 23,292 28.8 17,229 28.9 17,229 28.9

(注) 中間包括利益合計額 2027年２月期中間期 22,213百万円 (28.9％) 2026年２月期中間期 17,229百万円 (28.9％)

EBITDAの定義及び計算方法は、添付資料「１．当中間決算に関する定性的情報（参考情報）」をご覧ください。

基本的１株当たり
中間利益

希薄化後１株当たり
中間利益

円 銭 円 銭

2027年２月期中間期 148.63 －
2026年２月期中間期 113.44 －

（２）連結財政状態

資産合計 資本合計
親会社の所有者に
帰属する持分

親会社所有者
帰属持分比率

百万円 百万円 百万円 ％

2027年２月期中間期 138,867 102,304 102,304 73.7
2026年２月期 157,485 117,038 117,038 74.3

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2026年２月期 ― 50.00 ― 50.00 100.00
2027年２月期 ― 65.00
2027年２月期(予想) ― 65.00 130.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2027年２月期の連結業績予想（2026年３月１日～2027年２月28日）

(％表示は、対前期増減率)

売上収益 EBITDA 営業利益 税引前利益 当期利益
親会社の所有者に

帰属する当期利益

基本的１株当たり

当期利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 190,000 28.1 66,500 27.6 64,800 27.2 64,900 27.3 48,100 27.1 48,100 27.1 323.79

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 無

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① ＩＦＲＳにより要求される会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

（３）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2027年２月期中間期 150,227,210株 2026年２月期 155,411,410株

② 期末自己株式数 2027年２月期中間期 3,243,175株 2026年２月期 3,557,256株

③ 期中平均株式数（中間期） 2027年２月期中間期 149,427,153株 2026年２月期中間期 151,878,382株

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
(将来に関する記述等についてのご注意)

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に

基づいており、当社としてその達成を約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性

があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料「１．当中間決算に関する

定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（決算説明会資料の入手方法）

当社は、2026年10月19日に証券アナリスト・機関投資家向けに説明会を開催する予定です。当日使用する決算説明会資料については、

東証への開示に合わせて当社ウェブサイトに掲載する予定です。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当中間連結会計期間における日本の経済は、各種政策の実行や雇用・所得環境の改善により、緩やかな景気の回

復基調が見られる一方、米国の通商政策や地政学リスクの高まり、急激な為替変動や物価上昇などの側面から先行

き不透明な状況が続いております。このような状況下において、各企業は更なる付加価値の向上やビジネス機会創

出のため、積極的に新たな取り組みを行っており、これらの企業を支援するコンサルティング業界へのニーズは、

DX（デジタルトランスフォーメーション）に加え生成AIを活用した企業変革支援の需要の高まりを背景に、引き続

き高い状態が続くと予想されます。

当社グループは、現在の中期経営計画において「リーディングカンパニーの経営課題を解決する総合的なパート

ナー」を目指し、2025年２月期から2029年２月期において、売上収益の年率約20％を目安とした継続的な成長を実

現し、2029年２月期における売上収益：2,500億円、EBITDAマージン：30～40％を達成することを目標としておりま

す。

この目標に向けて、当中間連結会計期間においては優秀な人材の採用・育成、コアクライアント戦略の推進、ク

ライアントの経営課題を多面的に解決するサービスの強化を実施してまいりました。

以上の結果、当中間連結会計期間において、売上収益は前年同期に比べ35.7％の増収、EBITDAは前年同期に比べ

29.4％の増益となりました。

なお、当社グループは、コンサルティング事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載はしておりま

せん。

IFRSに準拠した業績

(単位：百万円)

回次
2026年２月期

中間連結会計期間
2027年２月期

中間連結会計期間 増減率
(％)

会計期間
自 2025年３月１日
至 2025年８月31日

自 2026年３月１日
至 2026年８月31日

売上収益 68,462 92,913 35.7

売上原価 30,540 38,757 26.9

売上総利益 37,922 54,156 42.8

売上総利益率(％) 55.4％ 58.3％ ―

販売費及び一般管理費 14,662 24,327 65.9

EBITDA 23,754 30,726 29.4

EBITDAマージン(％) 34.7％ 33.1％ ―

営業利益 23,270 29,892 28.5

税引前中間利益 23,292 29,943 28.6

中間利益 17,229 22,209 28.9

(注) 百万円未満は四捨五入して記載しております。
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（２）財政状態に関する説明

① 財政状態の分析

当中間連結会計期間末における財政状態の状況は以下のとおりであります。

当中間連結会計期間末における資産は、138,867百万円となり、前連結会計年度末に比べ18,618百万円減少しま

した。これは主に、有形固定資産が2,320百万円増加した一方、現金及び現金同等物が17,825百万円、売上債権及

びその他の債権が3,643百万円減少したことによります。負債は、36,563百万円となり、前連結会計年度末に比べ

3,884百万円減少しました。これは主に、未払法人所得税が2,112百万円、その他の流動負債が4,646百万円減少し

たことによります。資本は、102,304百万円となり、前連結会計年度末に比べ14,734百万円減少しました。これは

主に、自己株式が4,196百万円増加した一方、資本剰余金が8,522百万円、利益剰余金が2,020百万円減少したこと

によります。

② キャッシュ・フローの分析

当中間連結会計期間におけるキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

当中間連結会計期間における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、前連結会計年度末に比べ17,825

百万円減少し、当中間連結会計期間末には54,483百万円となりました。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間において営業活動の結果得られた資金は、22,195百万円（前年同期は18,710百万円の収

入）となりました。主な増加は、税引前中間利益29,943百万円、減価償却費及び償却費2,016百万円、売上債権及

びその他の債権の減少額1,166百万円、主な減少は、法人所得税の支払額8,449百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間において投資活動の結果使用した資金は、964百万円（前年同期は786百万円の使用）とな

りました。これは主に、有形固定資産の取得による支出585百万円、敷金の差入による支出295百万円によるもの

であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当中間連結会計期間において財務活動の結果使用した資金は、39,056百万円（前年同期は10,191百万円の使

用）となりました。これは、長期借入金の返済による支出263百万円、リース負債の返済による支出1,171百万円、

自己株式の取得による支出30,031百万円、配当金の支払額7,591百万円によるものであります。
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（参考情報）

当社グループは、投資家が会計基準の差異にとらわれることなく、当社グループの業績評価を行い、当社グル

ープの企業価値についての純粋な成長を把握するうえで有用な情報を提供することを目的として、EBITDAを経営

成績に関する参考指標としております。なお、当該EBITDA及び算出方法は以下のとおりであります。

EBITDA：

営業利益＋減価償却費及び償却費(使用権資産に係る減価償却費を除く。)±その他調整

(単位：百万円)

回次
2026年２月期

中間連結会計期間
2027年２月期

中間連結会計期間

会計期間
自 2025年３月１日
至 2025年８月31日

自 2026年３月１日
至 2026年８月31日

営業利益 23,270 29,892

調整額：

＋減価償却費及び償却費
(使用権資産に係る減価償却費を除く。)

260 629

±その他調整(注)２ 224 205

調整額小計 484 834

EBITDA 23,754 30,726

(注) １．百万円未満は四捨五入して記載しております。

２．「±その他調整」は、IFRS固有の会計処理等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2026年４月14日の「2026年２月期 決算短信」で公表いたしました通期の業績予想の見通しから変更ございませ

ん。
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２．要約中間連結財務諸表及び主な注記

（１）要約中間連結財政状態計算書

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2026年２月28日)

当中間連結会計期間
(2026年８月31日)

資産

流動資産

現金及び現金同等物 72,308 54,483

売上債権及びその他の債権 36,610 32,967

棚卸資産 624 28

その他の金融資産 3,020 3,020

その他の流動資産 1,730 2,365

流動資産合計 114,292 92,863

非流動資産

有形固定資産 13,631 15,951

のれん 19,187 19,187

無形資産 95 169

その他の金融資産 6,029 6,335

その他の非流動資産 79 95

繰延税金資産 4,172 4,267

非流動資産合計 43,193 46,004

資産合計 157,485 138,867

負債及び資本

負債

流動負債

借入金 262 ―

リース負債 2,512 3,201

その他の金融負債 1,738 2,087

未払法人所得税 10,828 8,716

引当金 ― 109

その他の流動負債 20,146 15,500

流動負債合計 35,486 29,613

非流動負債

リース負債 3,801 5,672

引当金 1,160 1,278

非流動負債合計 4,961 6,950

負債合計 40,447 36,563

資本

資本金 282 282

資本剰余金 8,522 ―

自己株式 △11,025 △15,221

利益剰余金 119,245 117,225

その他の資本の構成要素 14 18

親会社の所有者に帰属する持分合計 117,038 102,304

資本合計 117,038 102,304

負債及び資本合計 157,485 138,867
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（２）要約中間連結損益計算書

(単位：百万円)

前中間連結会計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年８月31日)

当中間連結会計期間
(自 2026年３月１日
至 2026年８月31日)

売上収益 68,462 92,913

売上原価 30,540 38,757

売上総利益 37,922 54,156

販売費及び一般管理費 14,662 24,327

その他の収益 10 63

営業利益 23,270 29,892

金融収益 55 100

金融費用 33 49

税引前中間利益 23,292 29,943

法人所得税費用 6,063 7,734

中間利益 17,229 22,209

中間利益の帰属

親会社の所有者 17,229 22,209

中間利益 17,229 22,209

１株当たり中間利益

基本的１株当たり中間利益（円） 113.44 148.63

希薄化後１株当たり中間利益（円） ― ―
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（３）要約中間連結包括利益計算書

(単位：百万円)

前中間連結会計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年８月31日)

当中間連結会計期間
(自 2026年３月１日
至 2026年８月31日)

中間利益 17,229 22,209

その他の包括利益

純損益に振り替えられることのない項目

その他の包括利益を通じて公正価値で測定す
る金融資産

△0 4

その他の包括利益合計 △0 4

中間包括利益 17,229 22,213

中間包括利益の帰属

親会社の所有者 17,229 22,213

中間包括利益 17,229 22,213
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（４）要約中間連結持分変動計算書

前中間連結会計期間(自 2025年３月１日 至 2025年８月31日)

(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

資本合計
資本金 資本剰余金 自己株式 利益剰余金

その他の
資本の
構成要素

2025年３月１日時点の残高 282 8,069 △8,574 94,624 ― 94,401

中間利益 ― ― ― 17,229 ― 17,229

その他の包括利益 ― ― ― ― △0 △0

中間包括利益合計 ― ― ― 17,229 △0 17,229

自己株式の取得 ― ― △3,000 ― ― △3,000

自己株式の処分 ― △549 549 ― ― ―

配当金 ― ― ― △5,627 ― △5,627

株式報酬費用 ― 549 ― ― ― 549

所有者との取引額等合計 ― 0 △2,451 △5,627 ― △8,078

2025年８月31日時点の残高 282 8,069 △11,025 106,226 △0 103,552

当中間連結会計期間(自 2026年３月１日 至 2026年８月31日)

(単位：百万円)

親会社の所有者に帰属する持分

資本合計
資本金 資本剰余金 自己株式 利益剰余金

その他の
資本の
構成要素

2026年３月１日時点の残高 282 8,522 △11,025 119,245 14 117,038

中間利益 ― ― ― 22,209 ― 22,209

その他の包括利益 ― ― ― ― 4 4

中間包括利益合計 ― ― ― 22,209 4 22,213

自己株式の取得 ― ― △29,998 ― ― △29,998

自己株式の処分 ― △1,478 1,478 ― ― ―

自己株式の消却 ― △24,324 24,324 ― ― ―

配当金 ― ― ― △7,593 ― △7,593

株式報酬費用 ― 644 ― ― ― 644

利益剰余金への振替 ― 16,636 ― △16,636 △0 ―

所有者との取引額等合計 ― △8,522 △4,196 △24,229 △0 △36,947

2026年８月31日時点の残高 282 ― △15,221 117,225 18 102,304
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（５）要約中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前中間連結会計期間
(自 2025年３月１日
至 2025年８月31日)

当中間連結会計期間
(自 2026年３月１日
至 2026年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前中間利益 23,292 29,943

減価償却費及び償却費 1,217 2,016

株式報酬費用 549 644

金融収益 △55 △100

金融費用 33 49

売上債権及びその他の債権の増減額（△は増加） 721 1,166

棚卸資産の増減額（△は増加） 231 596

その他の流動資産の増減額（△は増加） △444 281

その他の金融負債の増減額（△は減少） 149 577

その他の流動負債の増減額（△は減少） 244 △4,588

その他 △8 17

小計 25,929 30,601

利息の受取額 42 84

利息の支払額 △27 △41

法人所得税の支払額 △7,234 △8,449

営業活動によるキャッシュ・フロー 18,710 22,195

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △257 △585

敷金の差入による支出 △417 △295

その他 △112 △84

投資活動によるキャッシュ・フロー △786 △964

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △525 △263

リース負債の返済による支出 △1,034 △1,171

自己株式の取得による支出 △3,006 △30,031

配当金の支払額 △5,626 △7,591

財務活動によるキャッシュ・フロー △10,191 △39,056

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 7,733 △17,825

現金及び現金同等物の期首残高 60,552 72,308

現金及び現金同等物の中間期末残高 68,285 54,483
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（６）要約中間連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

（会計上の見積りの変更）

該当事項はありません。

（セグメント情報）

当社グループは、コンサルティング事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。


